
「
彩
央
会
」
の
メ
ー
ン
イ

ベ
ン
ト
「
北
本
さ
く
ら
ウ
ォ
ー

ク
＆
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
」

を
、
50
名
が
参
加
し
て
４
月

８
日
に
実
施
し
た
。

あ
い
に
く
桜
は
葉
桜
で
し

た
が
、
会
員
の
熱
意
が
そ
れ

ら
を
吹
き
飛
ば
し
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、

そ
し
て
、
歌
声
に
、
日
頃
の

チ
ー
ム
力
を
遺
憾
な
く
発
揮

し
ま
し
た
。

例
年
と
異
な
り
今
年
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
コ
ー
ス
は
、
新
た
に

北
本
水
辺
プ
ラ
ザ
公
園
を
追

加
、
桜
公
園
で
満
開
の
八
重

桜
を
満
喫
し
ま
し
た
。

バ
ー
べ
キ
ュ
ー
で
は
、
国

産
の
カ
ル
ビ
に
舌
鼓
を
打
ち

な
が
ら
、
美
味
し
い
ビ
ー
ル

を
頂
い
た
。
お
蔭
で
会
話
も

弾
み
、
焼
き
肉
が
追
い
つ
か

な
い
ほ
ど
の
盛
況
で
し
た
。

最
後
に
ホ
ー
ル
で
歌
声
発

表
で
す
。
新
入
会
員
の
自
己

紹
介
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
新

加
入
の
皆
さ
ん
は
芸
達
者
の

方
が
多
く
、
こ
の
先
が
大
い

に
楽
し
み
で
す
。
引
き
続
き
、

唱
歌
や
流
行
歌
の
懐
メ
ロ
を

合
唱
し
、
時
の
経
つ
の
も
忘

れ
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。

（
21
期

三
浦
）

当
日
の
８
月
１
日
（
木
）

は
、
午
後
６
時
か
ら
弱
い
雨

と
の
予
報
だ
っ
た
が
、
「
小

雨
決
行
」
の
連
絡
を
し
て
臨

ん
だ
。
幸
い
雨
は
降
ら
ず
、

午
後
７
時
に
は
30
人
余
が
参

集
。
ご
夫
婦
で
、
あ
る
い
は

お
孫
さ
ん
連
れ
も
お
り
、
家

族
的
な
雰
囲
気
。

自
然
学
習
セ
ン
タ
ー
の
玄

関
前
で
、
主
催
者
（
熊
谷
）

か
ら
蛍
の
生
態
に
つ
い
て
説

明
後
、
懐
中
電
灯
で
足
元
を

照
ら
し
な
が
ら
池
を
渡
り
、

湿
地
の
小
川
に
沿
い
「
蛍
の

森
」
に
向
か
う
。

ラ
イ
ト
を
消
す
と
真
っ
暗

闇
に
な
る
。
じ
っ
と
目
を
凝

ら
し
て
待
つ
と
、
や
が
て
眼

下
に
ひ
と
つ
、
ふ
た
つ
と
蛍

が
現
わ
れ
た
。
「
い
た
、
い

た
！
」
と
歓
声
が
上
が
る
。

７
時
30
分
過
ぎ
に
な
る
と
、

急
に
数
を
ま
し
、
目
の
前
を

ゆ
っ
く
り
飛
ん
で
い
く
。
数

は
昨
年
と
比
べ
る
と
半
分
く

ら
い
だ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も

童
心
に
帰
っ
て
楽
し
む
に
は

十
分
で
あ
っ
た
。
午
後
８
時

に
解
散
と
な
っ
た
。
北
本
駅

近
く
の
ラ
ー
メ
ン
店
で
の
暑

気
払
い
は
、
９
名
が
参
加
し

て
懇
親
を
深
め
た
。

（
17
期

熊
谷
）

会報 「彩央」第７号 2013年（平成25年）９月２日発行

いきがい大学 伊奈学園
「彩央会」会報（第７号）
発行：2013年（H25年）9月2日
発行人： 会長 栗田 剛

彩

央

22期 専科4期まで計 143名で構成（新入会員 24名）

「
地
域
活
動
の
Ｓ
Ｌ
に
な
ろ

う
、

夢
列
車

彩
央
会
号

が
走
り
出
し
ま
し
た
」

平
成
19

年
７
月
１
日

『
彩
央
・
創
刊
号
』
で
初
代

会
長
の
松
本
紀
久
夫
さ
ん
は

歩
む
方
向
を
そ
う
謳
っ
て
い

ま
す
。
続
け
て
、
発
会
の
旗

の
元
に
参
じ
た
82
名
の
会
員

の
活
動
の
多
彩
さ
に
感
銘
さ

れ
、
こ
の
ひ
た
む
き
さ
こ
そ

活
動
の
根
源
と
勇
気
づ
け
ら

れ
た
思
い
を
、
当
時
、
述
懐

さ
れ
て
い
ま
す
。

「
彩
央
会
」
の
第
一
歩
は

先
達
有
志
の
皆
さ
ま
の
「
い

き
が
い
」
を
求
め
る
こ
の
熱

い
情
熱
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
歴
年
の
役
員
・
会

員
の
皆
さ
ま
の
ご
苦
心
と
研

鑽
が
積
み
上
げ
ら
れ
た
成
果

が
、
発
足
７
年
目
の
今
日
の

活
動
内
容
と
組
織
の
充
実
で

あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

図
ら
ず
も
、
今
年
度
の
纏

め
役
を
頂
き
ま
し
た
が
念
頭

に
浮
か
ぶ
こ
と
は
、
何
と
言
っ

て
も
会
員
の
皆
さ
ま
の
、
こ

の
文
化
水
準
の
高
さ
を
発
揮

し
て
頂
く
場
作
り
に
、
役
員

一
体
で
貢
献
す
る
こ
と
で
す
。

併
せ
て
、
会
員
の
皆
さ
ま

に
と
っ
て
彩
央
会
が
気
の
置

け
な
い
場
で
あ
る
こ
と
を
目

指
す
中
で
、
年
間
行
事
に
一

度
で
も
多
く
足
を
運
ん
で
頂

け
る
よ
う
に
知
恵
を
集
め
て

行
く
こ
と
で
す
。

１
４
３
名
の
会
員
の
皆
さ

ま
、
活
動
へ
の
ご
意
見
・
ご

感
想
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
地

域
の
Ｏ
Ｂ
会
と
し
て
無
理
な

く
、
学
び
合
い
励
ま
し
合
え

る
居
場
所
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。
（
19
期

栗
田

剛
）

役員改選：新会長 19期 栗田 剛 役員20名

各期の連絡窓口

担当期 連絡員

1～7期 熊谷 康夫

8～12期 金子 博

13～14期 佐野 吉弘

15～16期 対尾 雅之

17期 外川 澄輝

18期 岩佐 正二

19期 栗田 剛

専科1期 西村 美智子

20期
荻野 進

坂下 恵子

専科2期 新井 久雄

21期
菅原 昭夫

三浦 寿久

専科3期 武井 章

22期 石川 博康

専科4期
荒巻 勲

高田 豊

2013年（H25年）度「彩央会」会長・副会長

会 長 19期 栗田 剛 桶川市

副
会
長

事務長 21期 三浦 寿久 桶川市

社会活動部 17期 熊谷 康夫 鴻巣市

企画部 18期 金子 博 久喜市

2013年（H25年）度 事業計画

行事名 詳細（実績・予定など）

定期総会 北本市文化センター 2013/4/27(土)

地域ボランティア

北本自然観察公園5/15,10/22,11/15…

三つ又沼ビオトープ 9/27(金)

高尾宮岡 景観地 6/1(土)

健康教室 北本市地域学習ｾﾝﾀ（卓球・太極拳）7/5

美術展 文化センター 2F展示室 6/11～16

一芸披露会 文化センター（民話ほか）6/15(土)

パソコン講習
文化センターIT教室 4/23、5/28,6/25

7/30、8/27、9/10 …など毎月1回開催

ほたる鑑賞会 北本自然観察公園 8/1(木)

会報「彩央」 A3サイズ・両面カラー 9/2(月)発行

健康教室 鴻巣吹上パークゴルフ場 9/25(水)

ゴルフ大会 吉見ゴルフ場 10月

歴史探訪ｳｫｰｷﾝｸﾞ 地元歴史の探索、場所は未定

うどん打ち新年会 北本コミュニティセンター2014/1/24(金)

文集発行 「彩央のひろば」A4カラ―含み 2014/2

花見ハイク歓迎会 北本さくらウォーク＆バーベキュー2014/4

「
彩
央
会
」
定
期
総
会
開
催

第７号

定
期
総
会
を
、
４
月
27

日

（
土
）
北
本
市
文
化
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
58
名
の
出
席
（
そ

の
他
・
委
任
状
45
名
）
の
元
に

開
催
し
た
。

今
年
も
気
鋭
の
新
会
員
24
名

を
迎
え
、
総
勢
１
４
３
名
と
グ

ル
ー
プ
の
輪
を
広
げ
た
。
一
方
、

住
い
の
遠
い
方
や
体
調
が
不
調

の
退
会
者
が
28
名
を
超
え
る
現

象
も
出
て
き
た
。

来
賓
の
挨
拶
は
、
い
き
が
い

大
学
伊
奈
学
園

津
久
井
所
長
、

長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー

薬
師

寺
部
長
、
埼
玉
自
然
学
習
セ
ン

タ
ー

堂
本
総
括
責
任
者
が
、
地

区
活
動
の
大
切
さ
と
社
会
貢
献

の
尊
さ
を
熱
心
に
訴
え
ら
れ
た
。

議
事
は
、
一
号
議
案
か
ら
六

号
議
案
ま
で
の
前
年
度
活
動
報

告
・
会
計
報
告
・
今
年
度
役
員
・

会
則
改
定
・
活
動
計
画
・
予
算

な
ど
、
原
案
通
り
全
て
拍
手
で

承
認
さ
れ
た
。

人
事
で
は
４
年
間
の
会
長
職

を
務
め
た
、
佐
野
吉
弘
氏
が
勇

退
し
、
後
任
の
会
長
に
栗
田
剛

氏
（
19
期
）
が
就
任
し
た
。

総
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
出

席
者
全
員
が
各
人
の
自
己
紹
介

を
行
い
人
生
観
な
ど
を
話
し
た
。

多
彩
な
生
き
方
に
は
得
る
も
の

が
多
く
、
最
後
ま
で
充
実
し
た

会
合
と
な
っ
た
。（

21
期

三
浦
）

「
彩
央
会
」
の
皆
さ
ん
へ

栗
田

新
会
長
挨
拶

お
花
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

新
人
歓
迎

「
ホ
タ
ル
観
賞
会
」

北
本
自
然
観
察
公
園

４
年
目
の
講
習
会
も
、

好
評
で
月
一
回
で
継
続
し

て
い
ま
す
。
定
員
が
20
名

と
少
な
く
、
時
々
、
パ
ソ

コ
ン
が
不
足
し
ま
す
が
、

サ
ブ
講
師
分
を
流
用
し
て

運
営
し
て
い
ま
す
。

講
師
は
、
「
彩
央
会
」

の
メ
ン
バ
ー
が
担
当
し
、

内
容
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
と
メ
ー
ル
を
年
に
4
回
、

他
は
、
Ｆ
Ｏ
Ｍ
出
版
の

「
よ
く
わ
か
る

ワ
ー
ド
２

０
１
０
（
応
用
）
」
を
テ

キ
ス
ト
に
し
て
い
ま
す
。

進
行
は
、
本
人
が
あ
き

ら
め
な
い
限
り
落
ち
こ
ぼ

れ
は
な
く
、
通
常
で
は
教

え
な
い
、
「
目
か
ら
ウ
ロ

コ
」
の
ス
キ
ル
紹
介
も
あ

り
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
は
「
地
域
社

会
へ
の
貢
献
」
や
「
自
己

啓
発
」
に
必
要
な
ス
キ
ル

で
す
。
仲
間
と
連
れ
だ
ち

気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
は
、
原
則
、
毎
月

最
後
の
火
曜
日
の
午
前
中

で
す
。
受
講
は
、
一
回
ご

と
に
３
０
０
円
で
駐
車
場

は
無
料
で
す
。

会
場
は
、
北
本
市
「
文

化
セ
ン
タ
ー
」
で
、
パ
ソ

コ
ン
「
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
７
」

20
台
の
備
付
が
あ
り
ま
す
。

（
16
期

対
尾
）

「
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
」

報
告
と
案
内

北
本
市
公
団
地
域
学
習
セ

ン
タ
ー
に
於
い
て
７
月
５
日

（
金
）
午
前
中
に
開
催
し
た
。

参
加
者
は
17
名
（
内
訳

男

性
14
名

女
性
３
名
）
。
栗
田

会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
各

種
目
の
リ
ー
ダ
ー
、
熊
谷
さ

ん
卓
球
、
専
１

吉
橋
さ
ん
太

極
拳
の
内
容
説
明
の
あ
と
、

卓
球
か
ら
開
始
し
た
。

久
々
に
ラ
ケ
ッ
ト
を
握
る

ひ
と
が
多
く
、
珍
プ
レ
ー
が

続
出
し
た
。
上
手
な
人
も
数

名
い
て
、
軽
快
な
フ
ォ
ー
ム

と
俊
敏
な
動
作
で
相
手
を
圧

倒
し
、
優
勝
は
、
21
期
・
奈

良
武
、
三
浦
寿
久
、
専
３
期
・

武
井
章
、
専
４
期
・
鴨
田
正

の
グ
ル
ー
プ
で
し
た
。

全
員
が
出
場
し
て
一
喜
一

憂
し
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

快
い
汗
を
か
い
た
。

後
半
は
、
吉
橋
さ
ん
指
導

で
太
極
拳
を
始
め
た
。
頭
は

上
か
ら
吊
り
下
げ
ら
れ
る
よ

う
に
自
然
に
正
面
を
向
き
、

気
を
下
に
向
け
臍
下
丹
田

（
へ
そ
の
下
あ
た
り
心
身
の

精
気
の
集
ま
る
と
こ
ろ
）
の

ポ
ー
ズ
に
挑
戦
し
た
。

（
18
期

金
子
）

「
健
康
教
室
」
開
催

卓
球
・
太
極
拳

会
報



「
北
本
自
然
観
察
公
園
」

で
オ
オ
ブ
タ
ク
サ
抜
取
り

第
一
回
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
、
５
月
15
日
に
実
施
し

て
17
名
が
参
加
し
た
。
う
す

曇
り
で
作
業
日
和
、
森
の
新

緑
が
き
れ
い
だ
っ
た
。

作
業
場
所
は
銀
杏
林
の
手

前
の
広
場
で
、
１
㍍
く
ら
い

の
オ
オ
ブ
タ
ク
サ
が
一
面
に

生
え
て
い
た
。
割
に
簡
単
に

引
き
抜
け
た
が
、
他
の
植
物

と
混
在
し
て
い
る
の
で
、
一

本
一
本
抜
か
な
く
て
は
な
ら

ず
、
手
間
が
か
か
っ
た
。
し

か
し
、
17
名
の
マ
ン
パ
ワ
ー

は
絶
大
で
、
瞬
く
間
に
３
台

の
一
輪
車
は
満
杯
と
な
り
、

運
搬
役
が
大
忙
し
で
あ
っ
た
。

11
時
過
ぎ
に
作
業
を
終
え

て
自
然
観
察
会
を
行
い
、
昼

食
後
に
解
散
し
た
。
今
回
は
、

新
会
員
の
22
期
と
専
科
４
期

の
皆
さ
ん
が
大
勢
参
加
し
て

く
れ
た
。

「

高
尾
宮
岡
の
景
観
地
」

で
カ
ナ
ム
グ
ラ
の
抜
取
り

第
二
回
は
６
月
１
日
、
北

本
市
の
緑
の
ト
ラ
ス
ト
８
号

地
で
行
っ
た
。
参
加
者
は
彩

央
会
が
19
名
、
ト
ラ
ス
ト
協

会
員
が
10
名
余
で
、
総
勢
は

29
名
と
な
っ
た
。

４
年
前
か
ら
同
じ
場
所
で

作
業
を
し
て
き
た
が
、
抜
取

り
対
象
は
、
セ
イ
タ
カ
ア
ワ

ダ
チ
ソ
ウ
、
オ
オ
ブ
タ
ク
サ
、

カ
ナ
ム
グ
ラ
と
毎
年
主
役
が

入
れ
替
わ
っ
て
い
た
。
今
年

は
な
ん
だ
ろ
う
？
と
思
っ
て

来
た
が
、
昨
年
と
同
じ
カ
ナ

ム
グ
ラ
。
こ
れ
は
外
来
植
物

で
は
な
い
が
、
つ
る
性
な
の

で
他
の
植
物
に
巻
き
付
い
た

り
一
面
を
覆
っ
て
し
ま
う
の

で
、
希
少
植
物
が
絶
滅
し
て

し
ま
う
。
そ
の
た
め
に
除
去

の
対
象
に
な
っ
て
い
る
が
、

ビ
ー
ル
の
原
料
に
な
る
ホ
ッ

プ
は
、
カ
ナ
ム
グ
ラ
に
近
い

種
の
カ
ナ
ハ
ナ
ソ
ウ
の
実
で

あ
る
。
二
度
ほ
ど
給
水
の
た

め
に
休
憩
し
た
が
、
11
時
20

分
に
は
予
定
し
た
作
業
が
終

了
、
彩
央
会
の
パ
ワ
ー
が
発

揮
さ
れ
た
半
日
で
あ
っ
た
。

次
い
で
、
ト
ラ
ス
ト
地
を

一
周
す
る
観
察
会
に
移
り
、

伝
鎌
倉
街
道
に
出
て
北
向
き

地
蔵
や
氷
川
神
社
等
を
見
て

回
っ
た
が
、
大
き
な
ケ
ヤ
キ

で
覆
わ
れ
た
緑
の
ト
ン
ネ
ル

が
あ
り
、
爽
風
が
吹
き
抜
け

て
気
持
ち
が
良
か
っ
た
。

再
び
ト
ラ
ス
ト
地
に
入
り
、

水
源
地
の
木
陰
で
持
参
の
弁

当
を
広
げ
て
ラ
ン
チ
タ
イ
ム

は
、
話
に
花
が
咲
い
た
。

（
17
期

熊
谷
）

こ
の
夏
は
「
彩
央
会
一
芸

一
座
＆
民
話
の
会
ど
ん
と
は

れ
」
の
二
つ
の
看
板
を
掲
げ

て
、
北
本
市
・
桶
川
市
・
鴻

巣
市
の
学
童
保
育
な
ど
に
８

回
の
出
前
を
計
画
し
、
８
月

５
日
の
「
桶
川
市
日
出
谷
児

童
ク
ラ
ブ
」
訪
問
で
４
か
所

が
終
わ
っ
た
。
昔
ば
な
し
・

紙
芝
居
・
歌
（
合
唱
）
は
昨

年
と
同
様
だ
が
、
本
年
は
22

期

倉
林
正
和
さ
ん
の
「
マ

ジ
ッ
ク
」
が
加
わ
り
、
大
人

気
で
あ
っ
た
。
８
月
12
日
の

「
北
本
市
東
学
童
保
育
室
」

に
は
「
も
の
ま
ね
」
の
専
科

４
期

石
井
敏
雄
さ
ん
が
初

舞
台
を
踏
む
の
で
、
子
供
た

ち
が
ど
ん
な
反
応
を
示
す
か

楽
し
み
だ
。

＊
前
記
以
外
の
訪
問
先
：
北

本
市
南
学
童
保
育
室
、
鴻
巣

市
あ
た
ご
学
童
保
育
室
、
北

本
市
中
丸
東
学
童
保
育
室
、

北
本
市
・
雑
木
林
の
夏
休
み

（
２
回
）
、
北
本
市
北
学
童

保
育
室
。

＊
前
記
以
外
の
出
演
者
：

13
期

小
瀬
功
、
15
期

石
井

宏
、
17
期

熊
谷
康
夫
・
坂

巻
外
史
・
外
川
澄
輝
・
間
中

喜
久
江
、
18
期

荒
井
澄
子
。

な
お
、
学
童
保
育
以
外
で

は
、
９
月
上
旬
に
鴻
巣
市
の

介
護
老
人
福
祉
施
設
「
馬
室

た
ん
ぽ
ぽ
翔
裕
園
」
か
ら
出

前
の
依
頼
が
あ
り
、
出
演
者

を
募
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
（
右
の
写
真
は
大
人
気
の

マ
ジ
ッ
ク
）
（
17
期

熊
谷
）
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ア
イ
ビ
ー
ボ
ウ
ル
北
本

に
お
い
て
、
６
月
21

日

（
金
）
10
時
か
ら
「
彩
央

会
」
と
「
伊
奈
い
き
い
き

ク
ラ
ブ
」
の
合
同
で
、
親

睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開

催
し
た
。
参
加
者
は
彩
央

会
13
名
、
い
き
い
き
ク
ラ

ブ
は
９
名
、
合
計
22

名

（
内
訳

男
性
15
名
、
女

性
７
名
）
。

練
習
開
始
時
、
彩
央
会

メ
ン
バ
ー
は
久
々
の
ゲ
ー

ム
で
悪
戦
苦
闘
す
る
が
、

競
技
開
始
と
と
も
に
、
各

レ
ー
ン
で
バ
〜
ン
と
ピ
ン

が
弾
け
る
音
が
鳴
り
響
く
。

ス
ト
ラ
イ
ク
や
ス
ペ
ア
、

そ
し
て
ガ
ー
タ
ー
と
参
加

者
は
一
喜
一
憂
、
ハ
イ
タ
ッ

チ
や
拍
手
で
大
い
に
盛
り

上
が
っ
た
。

競
技
終
了
後
、
ボ
ウ
リ

ン
グ
場
の
２
階
の
集
会
室

で
、
表
彰
式
を
行
っ
た
。

優
勝
は
、
い
き
い
き
ク
ラ

ブ
の
加
藤
利
嘉
子
さ
ん

（
専
２
期
・
桶
川
）
で
、

２
ゲ
ー
ム
合
計
ス
ク
ラ
ッ

チ
２
９
１
点
（
Ｈ
Ｃ
加
算

３
５
１
点
）
と
堂
々
た
る

成
績
で
あ
っ
た
。

「
伊
奈
い
き
い
き
ク
ラ

ブ
」
の
皆
さ
ま
と
出
会
い
、

ゲ
ー
ム
を
共
に
楽
し
み
、

新
し
い
繋
が
り
が
で
き
充

実
し
た
一
日
と
な
っ
た
。

（
18
期

金
子
）

北
本
市
文
化
セ
ン
タ
ー

展
示
ホ
ー
ル
で
６
月
11

日

（
火
）
〜
16
日
（
日
）
ま
で

の
６
日
間
開
催
し
た
。

出
展
者
は
洋
画
、
墨
彩
、

写
真
、
陶
芸
、
手
芸
な
ど
各

ジ
ャ
ン
ル
か
ら
26
名
、
計
58

点
の
作
品
が
出
展
さ
れ
、
11

日
の
搬
入
日
に
は
多
く
の
出

展
者
が
協
力
し
て
展
示
会
場

作
り
を
手
際
よ
く
手
伝
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

会
場
は
、
例
年
に
な
く
明

る
く
な
っ
た
と
評
価
し
て
く

れ
る
先
輩
も
い
ま
し
た
。
６

日
間
に
会
場
を
訪
れ
て
く
だ

さ
っ
た
観
客
は
２
１
５
名
と

や
や
少
な
い
感
じ
で
し
た
が
、

長
時
間
会
場
に
と
ど
ま
っ
て

熱
心
に
鑑
賞
し
て
く
だ
さ
る

方
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

次
回
は
、

①

出
展
者
に
展
覧
会
案
内

状
を
配
布
し
て
友
人
な
ど

に
通
知
し
て
も
ら
う
。

②

市
役
所
内
に
看
板
を
設

置
す
る
。

③

看
板
を
大
き
く
カ
ラ
フ

ル
に
す
る
。

な
ど
の
施
策
で
来
場
者
を
増

や
し
た
い
。
（
20
期

荻
野
）

北
本
市
の
文
化
セ
ン
タ
ー

で
６
月
25
日
に
開
催
し
た
。

民
話
、
も
の
ま
ね
、
太
極

拳
、
マ
ジ
ッ
ク
、
手
話
、
講

談
と
、
多
才
な
演
目
が
披
露

さ
れ
、
日
頃
の
成
果
を
存
分

に
発
揮
し
た
。

も
の
ま
ね
で
は
、
フ
ー
テ

ン
の
寅
さ
ん
が
登
場
し
た
。

マ
ジ
ッ
ク
と
手
話
は
、
巧
妙

な
話
術
で
客
席
を
魅
了
、
太

極
拳
で
は
会
員
以
外
の
友
情

出
演
も
あ
り
、
大
い
に
盛
り

上
が
っ
た
。

午
後
の
天
気
は
、
風
の
強

い
大
荒
れ
で
し
た
が
、
36
名

が
参
加
し
た
。
第
二
部
で
、

ビ
ー
ル
で
乾
杯
、
ワ
ン
コ
イ

ン
５
０
０
円
の
懇
親
会
で
楽

し
い
一
日
を
過
ご
し
た
。

（
17
期

外
川
）

「
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

「
一
芸
披
露
会
」
開
催

「
美
術
展
」
開
催

「
伊
奈
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
」

と
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を

共
催

「
彩
央
会
一
芸
一
座
」

学
童
保
育
室
に
出
前

北
本
市
コ
ミ
セ
ン
で
１
月

25
日
に
開
催
し
、
参
加
は
30

名
で
し
た
。｢

彩
央
会｣

独
特

の
イ
ベ
ン
ト
も
３
回
目
と
な

る
と
慣
れ
て
き
て
、
各
班
と

も
非
常
に
上
手
に
で
き
た
。

そ
の
後
、
自
分
達
の
打
っ

た
う
ど
ん
で
会
食
、
天
ぷ
ら
・

大
根
お
ろ
し
・
う
ど
ん
が
ビ
ー

ル
に
合
う
こ
と
を
確
認
す
る

楽
し
い
新
年
会
と
な
っ
た
。

次
回
は
、
来
年
の
１
月
で

す
。

（
15
期

間
中
）

新
春
う
ど
ん
打
ち
大
会

一芸披露会 プログラム
（2013（H25）年６月15日 開催）

No 演 目・ 出演者

1 民話「びわ池」21期/萩原澄江

2
民話「オタモイの地蔵さま」
18期/荒井澄子

3 民話「まつりご」17期/間中喜久江

4
ものまね「五木ひろし他のものまね」
専科４期/石井敏雄

5
太極拳「簡化二十四式」19期/嶋田光孝、
渡邉登代子、深町登美子

6 マジック 22期/倉林正和、日高正洋

7
手話 専科４期/金子由美子、宮澤智枝子、
清水君代、鴨田 正

8 講談「瓜生岩子一代記」17期/外川澄輝

今
年
は
、
新
会
長
と
な
り
、

役
員
も
若
返
り
ま
し
た
。
地

域
活
動
を
継
続
す
る
に
は
、

組
織
の
若
返
り
が
必
要
で
す
。

権
限
を
委
譲
し
、
情
報
・
ス

キ
ル
を
若
手
に
伝
え
活
性
化

を
図
り
た
い
。

ま
た
、
地
域
社
会
を
大
事

に
し
た
い
。
人
生
、
組
織
人

間
の
時
期
も
あ
る
が
、
我
々

の
「
終
の
住
処
は
地
域
」
で

す
。
そ
こ
で
、
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
を
出
し
て
自
分
を
磨
き
た

い
。
人
生
終
盤
は
、
お
世
話

に
な
る
の
で
す
か
ら
。

（
16
期

対
尾
）

編
集
委
員

編
集
長

16
期

対
尾

雅
之

委
員

21
期

三
浦

寿
久

20
期

坂
下

恵
子

専
１
期

西
村
美
智
子

専
３
期

武
井

章

専
４
期

高
田

豊以
上

編
集
後
記

鴻
巣
市
吹
上
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
で
９
月
25
日
（
水
）
に
開

催
し
ま
す
。

現
地
に
９
時
集
合
で
午
前

中
で
終
了
。
費
用
は
５
０
０

円
で
貸
ク
ラ
ブ
は
無
料
。
初

体
験
で
も
、
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
ラ
ッ

ク
が
多
発
し
、
楽
し
め
る

｢

彩
央
会｣

で
好
評
の
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
終
了
後
、
有
志
に

よ
る
会
食
も
予
定
し
て
い
ま

す
。

申
込
・
18
期

金
子

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

開
催
案
内


